
 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

                                        2022.3.7 の予算委員会  

                                                                         で質疑を行う秋葉就一  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★第１９回 秋葉就一の県政報告＆対話会★ 

・日時：４月２４日（日）午後２時～４時（受付開始１時４５分） 

・会場：八千代台東南公民館 ３階 会議室、 ・参加費：無料 

（八千代市八千代台南１－１１－６）、ZOOM とのハイブリッド開催 

※事前予約制。会場参加は１２人まで、ZOOM は２０人まで。 

  お申込は、電話・FAX・メールで。ZOOM はメールのみ 

東葉高速鉄道の経営状況は 

秋葉は、昨年 12/13 開催の総合企画企業常

任委員会で以下の質疑（一部のみ掲載）を行

いました。 

東葉高速鉄道の 2021 年度上半期の運輸収

入はと問うと、約６１億円で、対前年度比で

は７％増でしたが、コロナ前の対前々年度比

だとマイナス２７％、との答弁でした。 

しかしながら、近隣の北総鉄道が 2022 年

秋からの運賃値下げを発表したこともあり、

私は、一般質問に続けて、社会実験による運

賃値下げ（例えば４年間、一時的な運賃減収

分を３自治体が負担するか貸付を行うこと

で会社の経営に直接の影響を与えない方式）

を再度、強く提案しました。  

千葉県議会議員（前八千代市長）                   ２０２２年３月末発行  
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公表分の発熱外来指定機関微増 

「千葉県新型コロナワクチン副反応等専門相

談窓口」（休日含む 24 時間）は↓ 

⇒ 電話：０３－６４１２－９３２６ 

●千葉県発熱相談コールセンターは↓ 

０５７０－２００－１３９（休日含む 24 時間）  

住宅用ソーラー発電補助復活を 

2022 年度の千葉県の当初予算では、住宅用

省エネ設備等助成事業が住宅用設備等脱炭素

化促進事業となり、県政リポート 18 号に記載

した通り、電気自動車と可搬型外部給電器に

対する補助が新設された。また、燃料電池（エ

ネファーム）に対する補助が拡充され、「停電

時自立運転機能あり」の場合は従来の倍の 10

万円になった。 

他方で、家庭用蓄電池（太陽光発電設備あ

りの方のみ）への助成は、上限が３万円減の

７万円になってしまった。 

また、何よりも、私が昨年 12 月議会の一般 

質問で拡充を要望した住宅用ソーラー発電設 

備への助成が廃止されてしまった。 

販売業者かパネル製造業者が千葉県所在の

場合は復活すべきと強く要望しました。 
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